
連携団体との協働の内容

地域を元気にすることを目指す地域団体等
※参加型住民：地元出身者、地域のファン、移住希望者等を想定

大学生や企業と連携した地域外ファン事業補助金について

➀省エネ・高効率化対策コース
（募集期間：7月8日(金)まで）

※詳しくは裏面参照

中小企業緊急対応支援事業

省エネ診断士が専門的な知見で省エネ診断（エネルギー
使用状況の把握、省エネ項目の洗い出し、省エネ取組の検討）

を実施します。

  ＜省エネ取組の検討例＞

設備運転の最適化
（作業時間短縮、保守点検による設備効率低下防止など）

高効率な設備への更新
上記を実施することによるコスト削減効果

＜対象外となる事例＞

パイプハウスや畜舎内の温度管理の最適化
農機具、漁船、林業機械の燃油使用量の効率化

※実際に診断できる設備は、事前ヒアリング後に最終決定します
    ので、ご要望に沿えない場合があります。

■各種要件■
学生団体：府内の中山間地域等及び棚田地域等において地域連携活動を希望する大学生等で構成する団体
企業：同一の企業に属する者３人以上で構成する団体を連携対象とする
※大学、短期大学、高等専門学校その他これらに準ずる学校の学生等３人以上で構成する団体であること。なお、
京都府、大阪府、滋賀県、和歌山県、奈良県、兵庫県以外の校舎に通学をしている学生については原則対象外とする。
※その他にも、連携団体構成員の旅費は補助対象経費の1/2以下など、様々な条件あり。

■連携団体との活動例■
大学生ならではの考えや、企業の商品開発力等を取り入れながら、地域外のファンの
獲得に向けた取り組みを実施
例：・交流拠点として活用する廃校となった小学校の魅力向上のため、大学生と協働で、休憩

スペースなどのブラッシュ アップや地域外ファン獲得のための交流イベントを開催
 ・企業と協力し、地元の特産品を使った新商品を開発し、地域のPRを行う

＜受付期間＞

令和４年１０月２０日（木）
～令和５年１月１９日（木）

（予算上限（10件程度）に達し次第、受付終了となります。）

連携可能な大学生等の団体

地域外ファンを増やすため、
地域として取り組む事を検
討。※事業主体は「地域」

地域と連携団体との事前調
整がついたら、地域側から
補助金交付申請書を提出。

地域に必要なことを考える
地域と連携団体の

マッチング
申請

一定の診断内容に係る費用（25万円以内）は全額府負担

京都府では地域の協働活動などコミュニティの一員として参画する参加型住民（地域外
ファン）を増やすため地域が実施するフィールドワーク活動などを支援しております！

また、令和８年４月からは「学生団体や企業といった『連携団体』と協働することで地域が
元気になる取組」を今まで以上に推進するため、補助金の内容が一部変更となりましたの
で、ぜひご活用ください！

①大学生等が持っている若いエネルギーや専攻をしている知識を地域に持ち込
む事が出来ます！
②企業の持っている商品開発力やネットワークを活かした活動が実施できます！
③補助金の上限額が従来のも のより増額するだけではなく、補助金使用範囲の
緩和が受けられます！

＜連携団体と協働するメリット＞

京都府が業務委託契約を締結している省エネ診断士団体から省エネ診断士を派遣し、診断を実施します。

事前ヒアリングにより決定した診断内容によって省エネ診断士団体が費用を見積もります。
支払は診断結果の報告後となります。

設備変更や
ＡＩ導入等を

緊急的に
実施したい

＜申請までの流れ＞

未定稿

事業主体

補助限度額
上限事業費：４０万（※連携団体と協働する場合。協働しない場合は上限20万。）
補    助     率：定額

＜診断費用＞

大学生や企業の強みを活
かすことで何ができるかを
考え、地域の力となる連携
を図る。

企業連携新設！
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